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東京大学とみらかグループによる 

社会連携講座「メディカル数理モデリング」開設について 
 

 みらかホールディングス株式会社（東京都新宿区、代表執行役社長：竹内 成和、以下「みらか HD」）

は、みらか HD の子会社である合同会社みらか中央研究所（東京都八王子市、職務執行者：小見 和也、

以下「みらか中研」）、株式会社エスアールエル（東京都新宿区、代表取締役社長：東 俊一、以下「SRL」）、

国立大学法人東京大学(東京都文京区、総長：五神真、以下「東京大学」)の三者による社会連携講座「メ

ディカル数理モデリング」を開設いたしましたのでお知らせいたします。同講座は、がんの本態解明と

治療戦略の策定につながる数理モデリングの研究を行うことを目的とし、東京大学大学院新領域創成科

学研究科内に 3 年間開設されます。 

 

1. 本社会連携講座の研究及び教育目的 

 近年、がんをはじめとする病態に関連するゲノム情報が急速に蓄積されています。これらの蓄積さ

れたゲノム情報により、各臓器で発症するがんには、特有の遺伝子変異や進展機序が存在することが

明らかになってきました。また、新薬開発基盤の高度化に伴い、今後承認薬が増加し、治療方針の選

択肢も増えていくことが予測されます。本講座では、これまでの知見に基づき、がんを代表とする病

態の進展機序を表す進化動態モデルを構築・解析を行い、がんが発症し進行する機序の数理的解明に

取り組みます。さらに、国立がん研究センター東病院など近隣の先端的な医療機関・研究機関との共

同研究を推進し、臨床情報による検証を行うことによって、より高度で正確な個別化医療の実現につ

ながるイノベーションの創出を目指してまいります。 

 

2. 期待される成果 

 従来の治療方針は、血液検査や画像診断等の結果に基づいて決定されてきました。従来の方法に加

え、臨床情報を用いて検証された数理モデルを利用することで、より効果的な治療方針を提示するこ

とが可能となり、また、同モデルを利用することで、新たな創薬標的が同定され、治療の選択肢が増

えることが期待されています。 

  今後、みらか中研および SRL は東京大学と、共同研究を通じてメディカル数理モデリング分野の研 

 究を通じ当該分野における人材を育成すると共に、がんをはじめとする疾患の個別化医療の発展に寄 

 与してまいります。 

以上 
 



 
 

【社会連携講座の概要】 

講座名称： 「メディカル数理モデリング」 

設置場所： 東京大学大学院新領域創成科学研究科 

設置期間： 2019 年 4 月 1 日から 3 年間 

担当教員： 新領域創成科学研究科 鈴木 穣 教授（兼務） 

      波江野 洋 特任准教授 

略歴 

鈴木 穣（すずき ゆたか）・学術博士 

2000 年 9 月 東京大学医科学研究所・助手 

2004 年 4 月 東京大学新領域創成科学研究科・准教授 

2013 年 7 月 東京大学新領域創成科学研究科・教授 

 

波江野 洋（はえの ひろし）・理学博士 

2013 年 4 月 九州大学大学院理学研究院生物科学部門・助教 

2018 年 4 月 国立がん研究センター先端医療開発センター・特任研究員 

2019 年 4 月 東京大学新領域創成科学研究科メディカル情報生命専攻メディカル 

      数理モデリング講座・特任准教授 

 

連携機関概要：（1）合同会社みらか中央研究所 

臨床検査薬、検査用機器、医薬品、ライフサイエンス等の研究開発、製造と販

売業、医療・ライフサイエンス分野における産業情報の解析、人工知能・機械

学習によるソリューションの提供 

     （2）株式会社エスアールエル 

受託臨床検査事業、検診機関の運営受託・健康増進サービス、治験（医薬品開

発）支援 

 

 

【本件に関してのお問い合わせ先】 

＜メディア関連の方＞ 

 みらかホールディングス株式会社 広報部  TEL：03-6279-0884 e-mail：mhd.pr@miraca.com 
 

＜投資家・アナリストの方＞ 

 みらかホールディングス株式会社 IR/SR部 TEL：03-5909-3337 e-mail：mhd.ir@miraca.com 
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